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   The usefulness of a newly developed prostatic acid phosphatase assay based on the immu-
noenzymatic method (PAP-IEA) was studied. Serum samples were obtained from 22 untreated 
prostatic carcinoma patients, 34 benign prostatic hyperplasia patients, 32 prostatic disease-free 
patients and 27 normal volunteers. Mean±S.D. of PAP-IEA in prostatic disease-free group and 
normal volunteer group was 0.46±0.27 ng/ml. So, the upper limit of PAP-IEA for clinical normal 
range was set to 1 ng/ml (= Mean+2S.D.). Thus, the false positive rate of benign prostatic 
hyperplasia was estimated at 9% and false negative rate of untreated prostatic carcinoma at 27%. 
Meanwhile, PAP-IEA values measured in this study were correlated well to PAP-RIA values 
measured in the same samples (r=0.994). 
                                                   (Acta Urol. 35: 1639-1642, 1989) 


























-20℃に保存し,検査時 に解凍使用 した.本 法で使
用する抗PAPモ ノクローナル抗体はヒト精漿より分


















本 キ")トに よる健 常 人27例のPAP-IEA値 は0.39
±o.16ng/ml(M±s.D.)で,今回 の検 討 では1ng/
mlを 越 えた 例 は1例 もなか った.ま た 非 前 立 腺 疾 患
患 者32例のPAP-IEA値 は0.52±0.32ng/m1(M±
s.D,),対照 群 全 体(59例)で はo.46±o.27ng/ml
(M±S.D.)であ った 。 よってM+2S.D.を そ の 正 常
上 限 とす る とO.99ng/mlがそ の正 常 上 限 とな った.
男性 対 照 群 の 年 代 別 のPAP-IEA値(Fig.3)は,
多 くの例 で そ の平 均値0.46ng/m1以下 で あ った が,
40歳代 を 越 え る とO.46ng/mlを越 え る例 が 増 加 し,
正 常上 限 値 と設 定 した0.99ng/mlを越 え る例 は40歳
代,70歳代 の3例 で あ った,し た が って,臨 床 的 正 常
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Fig.3.男性 対 照 群 のPAP・IEA値 の 年 齢 別分 布
上 限 値 は1ng/mlと した い.
前 立 腺 肥 大 症症 例34例のPAP-IEA値 のM±S,D.
は0.47±O.29ng/ml(Fig.4)で,正常 上 限 のlng/
m重 以 上 の症 例 が3例 認 め られ,falsepositiveは9
%と な った が,そ の値 は1.15,1.27,128ng/mlとい
ずれ も2ng/ml以 下 で,対 照 群 とお お む ね 同 様 の分
布 の範 囲 で あ った.未 治療 前 立 腺 癌 例22例 のPAP-
IEA分 布(Fig.5)は,stage別に 検 討 す る と,stage
A(3例)は い ず れ も1ng/ml以下 で 陰 性,stage
Bで3例 中1例,stageCで は4例 中3例,stageD




















































Fig.5.未 治 療 前 立 腺 癌 症 例 のPAP-IEA分 布
で は12例全 例 が1ng/ml以 上 で 陽 性 で あ った.し た
が って,stageAで は陽 性 率0%で あ るが,stageが
進 行 す る につ れ て 陽 性 率 が 高 くな る 傾 向 が み られ た.
同 一 血 清 で測 定 したPAP-IEAとPAP-RIAの 相
関はFig.6の よ うに,X軸 にPAP-RIAをY軸 に
PAP-IEAをとる と,Y=-O.11+0.66Xでr=0.994
と極 め て 良 く 相 関 し た.し か し本PAP-IEA値 は
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